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緊張時における状況不安と心拍数との関係
The Relationship between a State Anxiety 
and the Heart Rates in a State of Tension 
橋口泰武、坂入保世、榊
ー . はじめに
緊張場面における「あがり」「不安」「徴候（心
理•生理的）」等の実態を捉えようとする研究を
みると、主に質問紙等を用いた研究 1)7)11) 12) 15) 19) 
が多くみられる。 しかし、
候」等の調査は主に対象者本人の主観に委ねられ
ており、それらの程度は個人によって差異がみら
れることも考えられる。このようなことから、脳
波、心拍、呼吸、 GSR、血圧等を客観的な指標
として、生理学的手法によって、緊張場面を捉え
ようとする実験等 6)9)10)16) 17)18)aJ)21) も試みられ
ている。亀谷9)らは、女子学生を対象に、電気ショ
ソクによる人為的な緊張（あがり）場面を設定し、
脳波、微細賑動、 GSR、指尖脈波、呼吸等を指
標として分析した結史、
「あがり」 「不安」「徴
fあがり」の状態につい
ては、自律神経り巽伍、 ｛、旦支it)ど訂口と l いだ
生理的変化があっだことを指茨してしら
山岡21)らは、弓遣の昇段皮ひ託籠＇；）こ::：三，こ．ご
まご、
て、呼吸数、脈拍数、血庄等を嵐定しニー入、
現象とも試合前の方が試合後よりも培し）‘:;:：を
すものが多い」と報告しており、池田＇’っ，二、空
手の試合中の心拍数を分析した結果、試';-汀、吠
合中、試合後の何れも日常に比べかなりい）均冗か
みられたことから「試合の場の精神的負荷が文き
い」ことを指摘している。このように精神的緊張
状態では自律神経や大脳皮質の活動水準が高まる
ことが明らかにされている。
がり」
しかし、「緊張」［あ
「不安」等の「内容」や「程度」と脳波、
心拍等の生理的変化との関係についての研究例は
多くはみられないようである。
2)3)4)13)14) 本研究グループ はこれまでに、運転
博文（日本大学）
免許仮検定時を緊張場面に設定し、心拍数を客観
的指標として、受験者の態度（あがり意識等）等
との関係について分析してきた。その結果、運転
免許仮検定時の心拍数は練習時に比べかなりの増
加がみられることが判明した。また、
意識を早くから持っていた者、
「あがり」
「あがり」に対す
る気がかりや日常生活で Iあがり」の程度が強い
者は仮検定当日の心拍数が高く、安静時からの増
加数（差）も多くなっており、心拍数が「あがり」
等の精神的緊張の客観的なー指標と成り得ること
を示陵してきた。
そこで今回は運転免許仮検定時での受験者の状
況不安と心拍数と 0)関係を分析することによって、
心拍数が状況不安等(1万潅財1J 心ー指衷と成り得る
かにつしヽて検，；］をり月え t、ヽ．し）で域年し「こしヽ。
? ?方 去
??
-.• ~ヽ` 一｝こへ-' 會/J『9··.' 
Jfi.. :: ＝いよ村和6（江 1 月～ll月であり、山形、
：・く、東皐、干策、神奈川、山梨県等の公認自動
甲教習学校での受験生 203 名（男 f 185 名・女＋
18名）を研究対象としているが、今回は状況不安
と心拍数との関係を中心に分析したため、仮検定
当日で心拍数の測定が可能であった、男子37名を
対象とした。但し、状況不安 (CSAI-2)の因子
分析は男子 185 名を対象として行った。
2) 調査（測定）及ぴ内容
(1)被験者に対して、心拍数測定、状況不安調査
(CSAI-2) 、人格検査 (16PF)、属性調査、仮
検定時での態度調査及び徴候調査を実施した。不
安調査は仮検定の約45分～ 1 時間前に、属性、態
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度及び徴候調査は仮検定試験終了後に調査した。
(2)心拍数は仮検定当日の受験者集合時間の約15
分前から仮検定試験終了後約30分まで継続して測
定した。また、安静時の心拍数は仮検定日以外の
朝食前に測定したものを用いた。測定機器は、 H.
R. メモリ MAC( ヴァイン社）を使用し、胸部
誘導によって心拍数を測定した。
(3)状況不安の調査は、橋本 5) らによる日本語版
「CSAl -2 (オリジナルは、 R.Martens らの
作成）」を本研究に合致するように修正したもの
を使用し、各項目 (27項目）ともに「全くそうで
ない」・「少しはそうである」・「かなりそうで
ある」・「全くそうである」の 4 尺度によって調
査された。
3) 分析方法
(1)心拍数の測定結果を仮検定の説明時（以下、
説明時）約30~50分間、仮検定直前の後部座席時
（以下、後部席時）約12分間、仮検定時（以下、
検定時）約10~12分間、検定終了 5 分後（以下、
表 1 CSAI-2 （仮検定用に修正）項目の度数
ボヽ；； ネガ
終了時）の 5 分間について集計した。その集計結
果を基に、仮検定当日（説明時～終了時）の平均
心拍数、安静時心拍数から各測定時にかけての増
加数（差）及び上昇率、検定当日の各測定時相互
の増加数（差）または減少数（差）を求めた。な
お、心拍数 1よ10秒間隔によって採集したものを 1
分［1 ｛直 1 こ換算して用いた。
(2) CSAI 2 (27項目）の項目と度数は表 1 に示
し↑二但し、今口は披験者の数が少ない関係から
［かな t；二うてある」と「全くそうである」をま
とめ 3 ＝ごミ〈 ホシティブ」 「少しはそうである」
「ネガテ/ -; -)で比較しだ。
まだ、 CS.-\I -2 を因 f分析（対象 185 名を主
因予広、ハ・マ，グス□転）した。その結果、 4
因子を控土＇／て（表 2) c 4 因子紺に項目の得点
（個人得点）を合]T’- 、そ U)平均値を韮にして
「低得点群＼ ，_,A 下、 L 戸）ー・ 単均得点群（以
下、 M群）― , ―=、こ三望（以下、 H群）」の 3
群に分類、心竺ミ了こ，）たロス集計を行った。各因
子における答戸ク三ごいよ叉 31こ示した。
項目--区分 ティプ 少し ティプ
但し、 CSAI-2 ここ合圧i ()）得点は、緊張や不
安の程度が唄い互、又ぷ、吋信のない者、リラ、J
クスしてしヽ tよしヽ百、了心わら、一般的にネガティ
ブと評価されるも，）こ〗パi五を与えるようにした。
1 検定への気がかり
2 あがり
3 気持ちのゆとり
4 自信のなさ
5 イライラ
6 精神的ここちよさ
7 運転l梨作への気がかり
8 身体の緊張
, 自信
10 不合格への気がかり
1 胃の緊張
12 安心した気分
13 ミスに対する気がかり
14 身体的リラックス
15 心の準備
16 下手な蓮転への気がかり
17 心諏の鼓動
18 上手な連転授作への自信
19 目栖達成への不安
20 胃のむかつき
21 精神的リラックス
2 他者への気がかり
23 手の汗ばみ
24 目標達成への自信
25 精神的集中への不安
26 身体の固さ
27 合格への自信
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(3)今匡は、主，こ→下ごび去(1) によって求められた
心拍数を分圧方三2)oJCS A I -2 (27項目）及び
因子分析結果等，こよってクロス集計し、平均値を
求め自動車免許心嘩こ号 1こおける心拍数と状況不
安等の関係 1こついて分析を加えた。
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(4)平均値の差り咲定ぱ主に t 検定を用いた。但
し、分散に差がみられにものについては、コクラ
ン・コックス去 s)を弔 t ヽ「こ。
表 2 CSAI-2 （仮検定用に修正）の回転後の因子負荷塁
N=l85 
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表？ CSAI-2 （仮検定用に修］） 0) 
因子分析による 4 因子の得屯 (l M.Il) 群の度薮
----------~---ー・-- •---•-—l ------呵＇群＇
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•'- ---- ---. 
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??結果と考察
CSAI-2(27項目）と心拍閉
て心拍数が高い傾向がみられた。各測定時の27項
目について、 t 検定した結果、説明時では「身体
図 1 は、
時」
CSAI-2 の27項目別でし）i戸三 v-) 亘史
（「ポジティブ」
f検定時」
「少し」 ［ネガティフー
って仮検定当日の各測定時 (I説明時」
) ；こよ
［｛炉孔席
「終了時」）での心拍数を此較し
たものである。各測定時での27頂目でU)ー評価 (j_) 程
度と心拍数())関係をみると、全般的な煩向として
は、各測定時ともにポジティブな臼己評価をして
いる者に比ベネガティブな自己評価をしている者
は、緊張している (8) 」
ている (14) 」
気がかり (16) 」
(7) 」
(13) 」
り (16) 」
［身体は、 リラックスし
「下手に運転するのではないかと
I心臓がドキドキしている (17) 」
「精神的にリラックスしている (21) 」等の項目。
後部席時では「実力通りに運転できるか気がかり
「緊張でミスするのではないかと気がかり
I下手に運転するのではないかと気がか
I 目標が達成できるか不安 (19)」等の
-3 3-
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図 I CSAI ｷ2 (仮検定月1 に修且） (! .. ）：叶iii による仮杭定当日の心拍数
項目。検定時では「実力通りに運転でぎる力久［か
かり (7) 」 I緊張でくスする U) ではないかと気が
なしヽかと気かかり， 1 卜手に連軒するのではない
かと気かかり j 等、連柑採作に対すろ気かかりに
かり (13) 」 ［下手に運転するのではないかと気 , 1月わる項目の入！こィ、カティブな日己評価をしてい
がかり (16) 」等の項目 終 [Il責ては、 i 乳｛本は、
緊張している (8) 」 i 
かと気がかり (13) 」 1 
ミス～J るのではなし＼
る t/i1], 7'.) :』り
る (18) 」 ［目胚か憧成でさるかイ、安（い） : I [ i 
信があり、目標が達成できる (24) ］笠（!)刈i i」で
ポジティブ等の日己評価をしてしヽる打にjt ペ
ネガティブな自己評価をしている者の月が心
拍数が高い傾向 (P < 0.10 ~ P < 0. 05) がみ
られた。このように況叫叶や終了時では
張」や「リラソクス」 ［心臓かドキドキ」の
「自侶」等の項目においても差がみら 1したか、
後部席時や検定時では、 「実力通りに連恥
できるか気がかり」「緊張でミスするいでは
る し＼｛姐I(!J(p こ 0.10 ~ P<、
。 “U l ）力;みられだ')
まに、＇／ふ罰均から各測定iJかにかけての心拍増加
穀（菜）に2いC も白己評価U)程度によって比較
しにか贄区］ 1 に小しに心拍数の関係とはほ同様の
伯 I―』がみられ、特に検定時（図 2) では 1 項目 7 、
13 、 ]6 」等、連転操作に対する気がかりの項目
おいてポジティブ等の自己評価の者に比ベネガテ
ィブな白己評価をしている者の方が安静時からの
心拍増加数（恙）も多しヽ傾向 (P又OlO~P<0.01)
かみられた｝すなわち、仮検定当日において説明
時に比べて帖神的緊似0)程度が強いと思
われる検定直前や仮検定時では、連転操作に対す
-3 4-
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図 2 CSAI-2 （仮検定用に修正）の評価による安静時から検定時にかけての心拍増加数（差）
仁コポジテイプ
巨三少し 99 
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図 3 CSAI-2 （仮検定用に修正）の評価による後部席時から検定時にかけての心拍増加数（差）
る気がかりの程度が強い者の方が心拍数が高く、
安静時からの心拍増加数（差）も多い領向が示さ
れた。しかし、「胃が緊張している (11)」［検定結
果について、他の人々ががっかりするのではないか
と気がかり (22)」 「今、手が汗ばんでいる (23)」
「身体がコチコチになっているような気がする (26)J
等の項目は仮検定の各測定時（図 l) で 1よ一定しだ
傾向は認められなかったが、図 3i こ示すよう，こ咲定
直前の後部席から検定時にかけての心戸増7こミて
（差）をみるとポジティブな自己評価し）者：こニヘ
ネガティブな自己評価をしている者の方か増：旦数
（差）が多くなっており、有意 (P<0.05~ P< 
0.001) な差が認められた。
すなわち、検定前の状況不安の調査において、
運転操作に対する気がかりの程度が強い者は、
後部席や検定時の心拍数が高く、安静時からの心
拍増加数（差）が多くなっているのに対して、「胃
が緊張している」 「手が汗ばんでいる」 「身体が
コチコチになっている」等の自律神経系（交感神
経系）の緊張があったと自己評価している者は、
検定直前から検定時にかけての心拍増加数（差）
-35-
が多い領向にあったといえよう。このことは、緊
張時での、状況不安の「内容」や「程度」等によ
って心拍数の変動には差異のあること、また、そ
れらの関係は、緊張場面の誌期（検定前、検定直
前、検定時、条冬了時等り）等によっても差異のあ
ることを杖唆するものではなかろうかと思われる。
2J CSAI-2 の因子分析による各因子と心拍数
五 4 iよ因子分析によって抽出した「緊張」 「自
信ー '―不安」 「リラックス」の各因子における、
L,M,H の各群によって、仮検定当日（説明時
～終了時）の心拍数の推移を比較したものである。
図 4 に示すように、 4 因子ともに各測定時を通し
て「L群」に比べ「H群」で心拍数が高くなって
おり、ほぼ一定した傾向がみられた。 t 検定の結
果、 「緊張」因子では、後部席時の L群と M群に
5 ％水準、検定時の L群と M群及びL群と H群に
それぞれ 5 ％水準、 「不安」因子では、検定時及
び終了時の L群と H群にそれぞれ 5 ％水準で有意
な差が認められた。しかし、 「自信」と「リラッ
クス」因子では各測定時を通して有意な差は認め
られなかった。すなわら、緊張や不安の程度が弱
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不安因子•じ）得点 (L.M,1i) 群による仮検定当日の心拍数の推移
い者に比べ緊張や不安の程度か強し者は検定時で
の 9[〗ヽ拍数が高いと言えよう。
また、各因 fの得点群によって、む静時から各
測定時にかけての心拍増加数（差）を比較（図5)
した鮎果、図 51こ可すように、
因 f は各測ふ＿［｛記ご且岨して、 L 群に比べH群
で、夜静時から （差）が多くなって
お h 一定しだ傾ic'l 1J 入られだ cぅ
4 因子の中で「不
t 検定した結果、
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不安因子の得点（しM. H) 群による安静時から
各測定時にがけて0 （差）
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「不安」因子では説明時 (P<0.10)除く、後郭席
時、検定時、終了時の各測定時において有意 (P
く0.05) な差が認められた。このように、 「不安」
因子は低得点群から高得点群になるに従って、す
なわち、不安の程度が強くなるに従って、仮検定
当日の心拍数が高く、安静時からの心拍増加数
た。
（差）が多くなっており、一定した領向がみられ
「自倍」、しかし、 「緊張」、 「リラックス」
の 3 因子では得点群と心拍増加数（差）には、各
測定時を通して有意な差は認められなかっ 1ここ
れらのことから、今回の仮検定時の心拍数の変動
「自信」 「不安」 「リラックス J O)4 は「緊張」
因子の中でみると、 「不安」因f と最も関係があ
ると言えろのではないかと思われる。
丹羽 12)らは、スポーツ選手を対象にした「あが
り」の心理•生理的徴候と不安等との関係につい
て質問紙による調査を行っている。その結果、脈
拍が速くなる、動悸がする等の「交感神経型の選
手の方が副交膊神経型の選手に比べ明らかに不安
頻向が麻く、あがりやすく、あがった状態を示す」
こと、また、筆者ら U) これまで（う研究結果 V おし、
ても、前述したように、｛引貨戸時に恥、て、早(、
から「あがり」厄点をJ与ってし＼、」こ名や
に対する不安の程度かi声者で、
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